
農業・農村の6次産業化の推進

課題

対象となる６次産業化に取り組む農家の発展段階に応じた多様な支援

(1)６次産業化に取り組むため目標の設定や事業計画の整備

志向・意欲はあるが６次産業化の実現に向けて目標や計画がまとまらない、

取り組むきっかけがない

(2)６次産業化事業計画に掲げた販売目標の達成支援

事業計画に掲げた販売目標が計画終了年までに約３割しか達成できていない

・マーケットインによる新商品開発から商品の量産体制の構築

・販路の開拓・拡大にむけて繋ぐ 等

(3)支援策を持つ機関・組織、専門家等と連携したサポート体制の構築

モデルづくり



普及活動成果指標

指標項目 単位 現状
（2018年度）

→ 目標
（2022年度）

（ア）自らの６次産業化事業計画を
策定した経営体数

のべ
経営体数 ７６ → １０８

（イ）自らの６次産業化事業計画の
販売目標を達成（概ね80%以上）
した経営体数

のべ
経営体数 ２３ → ４５

（ウ）６次産業化発展モデル数 経営体数 － → ２８

（エ）６次産業化に取り組む経営体へ
の支援策を持って連携する機関・
組織（等）数

機関・組
織（等）数 － → ２５



活動方針

(1) 6次産業化に取り組む農業者の支援
→個別対応や集合研修などの場づくり
→各種事業の活用や専門機関との連携
→事業計画の策定と目標達成への支援
→発展モデルづくりと事例の活用

(2)６次産業化を推進する関係機関等との連携
→支援策を持つ機関・組織のリスト化
→連携活動に向けた働きかけと実践



活動内容・活動方法

①個別支援
・個別課題への対応

・６次産業化プランナーや専門家との連携

・事業や補助金、商談会等の活用を促進

・事業計画の策定支援

②研修会や講座の開催
・食料産業・６次産業化交付金を活用した

人材育成（ ６次産業化サポートセンターとの

連携による研修会／農業大学校との連携に

よる講座・インターンシップ研修等）

③支援策を持つ機関・組織等との連携構築

・支援事業活用、新商品開発、販路開拓等に
関わる機関・組織との協力体制・関係づくり

・連携チームをトータルコーディネート

自らの６次産業化計画に
挙げた販売目標の達成

６次産業化に関心のある
農業者の掘起し

自らの６次産業化計画を
作成支援し明確化

共通する課題の解決、技術
・知識の習得、販路開拓

支援機関・組織と次に
繋がる支援体制づくり

発展モデルづくり・活用

支援機関のリスト化・活用

支援機関の情報収集



６次産業化推進活動事例集作成
平成３０年度調査研究「農業・農村の６次産業化にむけた普及の推進手法の整理
～普及の６次産業化推進の成果事例の整理～」モデル経営体（２１事例）まとめ
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講座の企画初年度は、支援者育成をテーマにスタート。
次年度からは、６次産業化に取り組む経営体を対象にマー
ケットイン型の商品開発・販路開拓の実践をめざし①講義
とグループワーク、②半年間の現場実践活動、③販路開拓
を目的としたプレゼングランプリを実施している。

６次産業化のための食品衛生推進講座マーケットイン型商品開発実践講座

６次産業化に取り組む経営体の課題である商品開発・マーケティング力の向上、食
品衛生における知識や管理手法の習得等を目的に、農業大学校とともに講座の企
画・運営を実施。

講座は、食品加工業者のHACCP取組の制度化の流れをく
み、衛生管理の基本となる７Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾・洗

浄・殺菌）の実践をすすめるため、①食品衛生の基礎講義、②
事業者施設における食品衛生管理現地指導、③現地指導を
受けて改善点発表・まとめ講義を実施した。今年度も実施中。

６次人材育成講座の開催


